
広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健幸マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,515人　	（−52人）
男 	 15,667人　	（−26人）
女 	 15,848人　	（−26人）
世帯	 16,501世帯	（−14世帯）
※令和８年６月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
７月・８月の土曜開庁
　７月４日（土）・８月１日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

　
お
知
ら
せ

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
の
納
期
（
７
月
31
日
納
期
限

　
口
座
振
替
日
は
７
月
27
日
）

　
固
定
資
産
税
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税
１
期

　
介
護
保
険
料
２
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
１
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　
ｔ

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

料
係　
ｔ

１
７
７

埼
玉
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
に
関
す
る
補
助
制
度

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
の
「
付
加
保
険
料
」
を

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

を
ご
存
じ
で
す
か

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と

い
う
意
味
で
、「
働
く
す
べ
て
の

方
々
が
、『
仕
事
』と
育
児
や
介
護
、

趣
味
や
学
習
、
休
養
、
地
域
活
動

と
い
っ
た
『
仕
事
以
外
』
と
の
調

和
を
取
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ

せ
る
働
き
方
・
生
き
方
」
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
仕
事
（
ワ
ー
ク
）

と
生
活
（
ラ
イ
フ
）
の
望
ま
し
い

バ
ラ
ン
ス
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う

知
っ
て
い
ま
す
か
？　
『
ワ

ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
』

と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
も
変
化
す
る
も
の
で
す
。

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
子

育
て
期
、
親
の
介
護
な
ど
を
行
う

中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段

階
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き

る
こ
と
が
仕
事
と
生
活
の
両
立
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

仕
事
（
ワ
ー
ク
）
と
生
活
（
ラ
イ

フ
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
活

は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
繋
が

り
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
、
生
き
方
が
選
択

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
み
な
さ
ん
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
☎

３
１
４

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
年
額
に
「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月

数
」
の
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を

受
け
て
い
る
人
や
国
民
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
付
加
保

険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

対　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
被
保
険
者

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
☎

１
３
５・１
３
６

ス
ト
含
有
の
お
そ
れ
の
あ
る
吹
付

け
材
の
含
有
調
査
及
び
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
工
事
に
対
す

る
費
用
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

問　
埼
玉
県
建
築
安
全
課

　
☎
０
４
８−

８
３
０−

５
５
２
５
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虐
待
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て

も
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
す
。
虐
待

を
発
見
し
た
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
な
ど

の
場
合
は
「
埼
玉
県
虐
待
通
報
ダ

イ
ヤ
ル
＃
７
１
７
１
」
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

※
ひ
か
り
電
話
、
Ｉ

Ｐ
電
話
、
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
の
場
合
は
、
☎
０
１
２
０

−

８
０

−
７
１
７
１
へ

問　
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課 

　
☎
０
４
８−

８
３
０−

４
８
０
１

７
月
は
虐
待
ゼ
ロ
推
進

月
間
で
す
！

埼
玉
県
で
は
昭
和
56
年
５
月
３１
日

以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築

さ
れ
た
建
築
物
の
う
ち
、
病
院
や

多
数
が
利
用
す
る
建
築
物

の
耐
震
診
断
等
補
助
制
度

店
舗
、
福
祉
施
設
な
ど
の
多
数
の

人
が
利
用
す
る
一
定
規
模
以
上
の

建
築
物
に
対
し
て
、
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

問　
埼
玉
県
建
築
安
全
課

　
☎
０
４
８−

８
３
０−

５
５
２
７

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
と
人
工
透

析
が
必
要
と
な
り
、
日
常
生
活
が

大
き
く
制
限
さ
れ
ま
す
。
町
で
は

糖
尿
病
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い

方
に
次
の
予
防
事
業
の
ご
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

受
診
勧
奨
　
糖
尿
病
の
治
療
が
必

要
な
方
や
治
療
を
中
断
さ
れ
た
方

に
郵
送
や
電
話
で
通
知
し
ま
す
。

案
内
通
知
が
届
い
た
ら
、
医
療
機

関
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
指
導　
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
た
め
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

郵
送
や
電
話
で
通
知
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

有
効
期
限
が
令
和
８
年
７
月
３１
日

ま
で
の
「
国
民
健
康
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
・
資
格
確
認
書
」
は
、

８
月
１
日
に
新
し
い
も
の
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
７
月
中
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
古
い
も
の
と
差
し
替

え
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
８
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
な
い
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
☎

１
３
５・１
３
６

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・
資

格
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す

株
式
会
社H

ハ

ジ

マ

リ

ajim
ari

様
か
ら
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
を
利
用
し
１
月
３０
日

に
「
充
実
し
た
学
習
環
境
の
提
供

に
よ
り
、
自
己
肯
定
感
や
将
来
を

切
り
開
く
力
を
育
み
、
心
身
と
も

に
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
へ
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係

　
ｔ

１
０
４

熱
中
症
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
多
く
発
生
し
ま
す
。
熱
中
症
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で

も
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、

正
し
い
予
防
を
す
る
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
す
る
（
１
日
あ
た
り

熱
中
症
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

１
・
２
ℓ
が
目
安
）

・
規
則
正
し
い
食
生
活
を
す
る

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る

・
高
温
多
湿
の
場
所
や
屋
外
で
の

作
業
や
運
動
を
避
け
る

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で
室
温
を

下
げ
る

・
風
通
し
を
よ
く
す
る

十
分
な
対
策
を
行
い
、
熱
中
症
か

ら
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　
毛
呂
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
ｔ
２
９
４

−

５
５
１
１

お
子
さ
ん
を
感
染
症
か
ら
守
る
た

め
に
予
防
接
種
は
と
て
も
大
切
で

す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
接
種
対
象
の
予
防
接

種
で
受
け
忘
れ
の
あ
る
場
合
は
お

早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
特
に

年
長
児
で
受
け
る
麻
し
ん
・
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
）
第
２
期
、
９
～
１３
歳

未
満
で
接
種
す
る
日
本
脳
炎
第
２

期
、
１１
～
１３
歳
未
満
で
接
種
す
る

２
種
混
合
は
受
け
忘
れ
が
多
い
も

の
と
な
り
ま
す
。
接
種
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
公
費（
無
料
）

で
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
ｔ
２
９
４

−

５
５
１
１

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
☎

１
３
５・１
３
６
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㊐　
８
月
16
日
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　
25
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

申　
７
月
１
日
水
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
ｔ
２
９
５

−

０
１
１
９

上
級
救
命
講
習

　
講
習

　
イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
藍
染
め
体
験
教
室

か
つ
て
、
毛
呂
山
で
も
行
わ
れ
て

い
た
藍あ

い
染ぞ

め
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？　
お
子
さ
ん
で
も
で
き
る

簡
単
な
藍
染
め
を
行
い
ま
す
。

㊐　
７
月
25
日
土
、
①
午
前
９
時

30
分
～
正
午
、
②
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

場　
歴
史
民
俗
資
料
館

定　
各
回
15
人
（
先
着
順
）

町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
囃
子

の
歴
史
や
魅
力
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
中
央

公
民
館
展
示
室
で
毛
呂
本
郷
の
祭

り
囃
子
、
夏
祭
り
に
注
目
し
た
出

張
展
示
を
行
い
ま
す
。

㊐　
企
画
展　
７
月
18
日
土
～

　
８
月
30
日
日

　
　
出
張
展　
７
月
12
日
日
～

　
７
月
19
日
日

健
康
に
興
味
・
関
心
を
お
持
ち
の

方
、
健
康
知
識
を
広
げ
て
普
段
の

生
活
に
活
か
し
た
い
方
、
本
学
の

女
性
が
ん
診
療
の
新
し
い
か
た
ち

に
つ
い
て
専
門
医
か
ら
学
び
ま
す
。

㊐　
８
月
１
日
土

※
１
グ
ル
ー
プ
３
人
ま
で
申
込
可

講
師　
藍
染
め
サ
ー
ク
ル

料　
５
０
０
円

　
体
験
費
、
飲
み
物
、
染
料
が

付
い
て
も
構
わ
な
い
服
装
、エ

プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋

申　
７
月
11
日
土
か
ら
資
料
館
の

窓
口
、
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

ま
れ
る
場
合
は
希
望
日
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

　

rekisi@town.moroyama.lg.jp

場　
企
画
展　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
出
張
展　
中
央
公
民
館

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

看
護
学
生
と
一
緒
に
授
業
に
参
加

し
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

㊐　
７
月
１
日
水
～
８
月
４
日
火

　
９
月
29
日
火
～
２
月
１
日
月

場　
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

定　
各
授
業
３
～
５
人

料　
無
料

　
筆
記
用
具

申　
二
次
元
コ
ー
ド

　
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
看

護
学
科
ｔ
２
７
６

−

１
５
０
９

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
埼
玉
医
科
大
学
創
立
30
周
年

記
念
講
堂
（
日
高
市
山
根

１
３
９
７

−

１
）

料　
無
料

申　
不
要

問　
市
民
公
開
講
座
部
会
事
務
局

　

ｔ
０
４
２

−

９
７
８

−

７
１
３
７

「
路
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
・

安
藤
善
一
」
に
よ
る
素
敵
な
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。
心
に
し
み
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
美
し
い
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
・

ご
友
人
と
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
25
日
土

　
　
午
後
１
時
30
分
～

場　
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

定　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
不
要

問　
東
公
民
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

２
２
７
７

第
20
回
　
東
公
民
館

め
じ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

前
期
企
画
展

『
毛
呂
山
の
祭
り
囃
子
』

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

看
護
学
科
　
授
業
公
開

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

絵
本
作
家
・
広
瀬
克
也
さ
ん
の
絵

本
原
画
を
、
人
気
の
「
妖
怪
シ
リ

ー
ズ
」
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

㊐　
７
月
13
日
月
～
８
月
31
日
月

　
各
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

※
休
館
日
は
７
月
18
日
～
20
日
、

24
日
、
29
日
～
30
日
、
８
月
５
日

～
22
日
、
26
日
～
27
日

場　
城
西
大
学
水
田
美
術
館
（
坂

戸
市
け
や
き
台
１

−

１
）

料　
無
料

問　
ｔ
２
７
１

−

７
３
２
７

広
瀬
克
也
の

　
　
妖
怪
ワ
ー
ル
ド

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

公
開
講
座

▲後日YouTube
でも配信します
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勤
務
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

勤
務
時
間　
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
（
昼
休
憩
あ
り
）

日
額　
９
，
９
０
８
円
か
ら

場　
町
内
公
立
保
育
園

勤
務
期
間　
７
月
21
日
火
～
８
月

31
日
月

申　
８
月
14
日
金
ま
で

募
集
し
ま
す
。ま
た
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
よ
り
申
込
み

も
可
能
で
す
。

問　
役
場
子
ど
も
課
保
育
係

　
　

ｔ

１
４
１
・
１
４
２

障
害
の
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す（
無
料
）。

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
！
～

避
難
所
生
活
の
落
と
し
穴
〜
」
防

災
と
健
康
の
備
え
を
一
緒
に
学
び

㊐　
７
月
11
日
土

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

場　
坂
戸
市
文
化
会
館　
ふ
れ
あ

※
な
る
べ
く
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

定　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
・
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
安
心
で
明
る
い

※
原
則
、両
日
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
８
月
７
日
金
・
21
日
金

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
東
公
民
館

対　
町
内
在
住
の
方

定　
20
人（
先
着
順
）

申　
７
月
24
日
金
ま
で
に
電
話
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
入
間
西
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ｔ
０
９
０

−

９
２
４
１

−

３
０
２
５

ま
し
ょ
う
（
無
料
）。

㊐　
７
月
18
日
土

　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

場　

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
館　
４
階

対　
町
内
在
住
の
方

定　
20
人

　
筆
記
用
具

申　
７
月
１
日
水
～
15
日
水
ま
で

に
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
事

務
部
ｔ
２
７
６

−

１
５
１
３

　
「
専
門
チ
ー
ム
で
考
え
る〝
関
節

リ
ウ
マ
チ
〟と〝
キ
ズ
〟の
治
療
」

申
・
問　
市
民
公
開
講
座
事
務
局

　
　
☎
２
７
６

−

１
１
２
１

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
活
動
で

す
。
更
生
保
護
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

作
文
テ
ー
マ　
「
日
常
・
学
校
生

活
で
体
験
し
た
こ
と
等
を
基
に
、

安
心
及
び
安
全
な
明
る
い
地
域
社

会
づ
く
り
や
、
犯
罪
・
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
」

対　

町
内
の
小
・
中
学
生

問　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
ｔ

１
１
１

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
？　
そ
ん
な
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
（
無
料
）。

㊐　
７
月
23
日
木

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
館　
４
階
会
議
室

対　
町
内
在
住
で
障
害
を
お
持
ち

の
方
や
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
方
の
ご
家
族

家
族
の
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

定　
20
人
（
先
着
順
）

申　
７
月
21
日
火
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ぞ
み
ｔ
２
７
６

−

２
０
８
８

町
立
保
育
園

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

応
募
資
格　
高
卒
以
上

募
集
人
員　
４
人

荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

公
開
講
座

埼
玉
医
科
大
学
病
院

市
民
公
開
講
座

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
』
作
文
募
集

河
川
美
化
、
愛
護
の
意
識
や
河
川

へ
の
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
に
荒
川
の
風
景
画
を
募
集
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
応
募
し
て
い
た

だ
い
た
絵
を
ス
タ
ン
ド
に
し
て
贈

呈
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対　
小
学
生

応
募
期
間　
９
月
11
日
金
ま
で

題
材　
荒
川
流
域
の
川
や
ダ
ム
の

風
景

問　
荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
荒
川
上
流
河

川
事
務
所
流
域
治
水
課
）

　

ｔ
２
４
６

−

６
３
６
０

　
募
集

▲詳細はこちら

▲詳細はこちら▲詳細はこちら
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第
26
回
毛
呂
山
町
ナ
イ
タ
ー

陸
上
競
技
記
録
会

「
花
・
花
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
展
で
す
。
会
員
そ

れ
ぞ
れ
思
い
を
込
め
た
作
品
に
仕

フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

第
９
回
『
花
の
写
真
展
』

毛
呂
本
郷
夏
祭
り
は
、
古
く
か
ら

厄
除
け
の
お
祭
り
と
し
て
親
し
ま

れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

山だ

車し

の
曳
き
廻
し
に
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
、
会
場
で
は
出
店
や

花
火
の
打
上
げ
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
７
月
19
日
日

　
午
後
４
時
／
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー

　
午
後
５
時
30
分
／
山
車
曳
き
廻

し
（
毛
呂
本
郷
地
内
）

　
午
後
８
時
30
分
／
花
火
打
上
げ

場　
毛
呂
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

（
毛
呂
本
郷
１
２
８

−

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

一
部
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

お
囃
子
を
練
習
し
て
山
車
に
乗
ろ

う
！

毛
呂
本
郷
夏
祭
り
で
は
お
囃は

や
子し

に

興
味
が
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
毛
呂
本
郷
以
外
の
方
で
も
、

大
人
も
子
ど
も
（
小
学
生
以
上
）

も
大
歓
迎
で
す
。
今
あ
る
山
車
は

毛
呂
本
郷
地
区
を
中
心
に
造
り
上

げ
、
今
年
で
建
造
40
周
年
！　
今

毛
呂
本
郷
夏
祭
り
！
山
車
曳

き
廻
し
・
花
火
打
ち
上
げ
！

夏
の
恒
例
行
事
で
す
。
皆
さ
ん
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
19
日
日

場　
延
命
寺（
下
川
原
２
４
５
）

　
模
擬
店
（
午
後
４
時
か
ら
）

　
盆
踊
り（
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

問　
ｔ
２
９
５

−

３
８
５
０
亀
田

第
47
回
下
川
原
夏
ま
つ
り

料　
１
３
，
５
０
０
円
（
参
加
費

　
２
，
５
０
０
円
含
む
）

※
セ
ル
フ
プ
レ
ー
費
、カ
ー
ト
代
、

昼
食
代
込
み
。
別
途
ロ
ッ
カ
ー
代

が
必
要
で
す
。

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
新
ぺ
リ
ア

方
式
。
フ
ロ
ン
ト
ハ
ー
フ
集
計

で
表
彰
し
ま
す
。

表
彰　
男
子
の
部
・
女
子
の
部
別

に
表
彰
。
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
あ
り
。

※
表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申　
申
込
用
紙
（
中
央
公
民
館
、

東
公
民
館
、総
合
公
園
体
育
館
、

リ
ン
ク
ス
Ｇ
Ｃ
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
８
月
３

日
月
ま
で
に
郵
送
し
、
参
加
費

２
，
５
０
０
円
を
「
埼
玉
縣
信

用
金
庫
長
瀬
支
店
普
通
１
１
８

−

６
０
３
６
６
９
３　
毛
呂
山

町
ゴ
ル
フ
連
盟
」
に
お
振
り
込

み
く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟
会
長

　
ｔ
０
９
０

−

６
１
２
９

−

８
６

０
０
南
舘

第
21
回
毛
呂
山
町
民

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

町
民
の
親し

ん
睦ぼ

く
と
健
康
の
増
進
を
図

る
た
め
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　
９
月
11
日
金

場　

さ
い
た
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
葛
貫
１
２
０
０
）

参
加
資
格　
町
内
在
住・在
勤
者
と

そ
の
関
係
者（
男
女・年
齢
不
問
）

定　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

後
も
お
囃
子
を
継
承
し
よ
う
。

㊐　
７
月
６
日
月
～
18
日
土

　
午
後
６
時
～
９
時

※
小
学
生
は
午
後
７
時
30
分
ま
で

・
中
学
生
は
午
後
８
時
ま
で

※
７
月
11
日
土
、
12
日
日
、
15
日

水
は
お
休
み
で
す
。

場　
毛
呂
本
郷
集
会
所

問　
毛
呂
本
郷
若
連

　

ｔ
０
９
０

－

９
１
３
７

－

６
５

１
３
麻
原

㊐　
８
月
15
日
土

　
午
後
６
時
か
ら
（
受
付
／
午
後

５
時
か
ら
、
開
会
式
／
午
後
５

時
30
分
か
ら　
雨
天
中
止
）

場　
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
、
１
５
０
０
メ
ー
ト

ル
、
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
（
ス
パ
イ
ク
可
）

対　
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
、

一
般
、
壮
年
（
40
歳
以
上
）

料　
１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
・
問　

７
月
１
日
水
か
ら
31
日

金
ま
で
に
、
毛
呂
山
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
陸
上
部
井
岡
（ioka-

130@
lilac.plala.or.jp

）
に

メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

情
報
交
換

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
会
員
の
募
集
も
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
15
日
水
～
19
日
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
19
日
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
）

場　
図
書
館
２
階
展
示
室

問　
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

　

ｔ
０
９
０

－

５
３
２
９

－

６
９

４
６
代
表
・
村
田

大
会
要
項
、
申
込
用
紙
を
返
信

し
ま
す
。

※
ま
た
、
午
後
４
時
か
ら
『
か
け

っ
こ
教
室
』
も
開
催
し
ま
す
。

主
催　
毛
呂
山
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
陸
上
部

協
力　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｓ
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ７/14（火）、７/27（月）

８/10（月）、8/24（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313（要予約）

行政書士 ７/15（水）、８/19（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313

人権・行政相談 ７/９（木）
８/13（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313

成人健康相談
８/７（金） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

保健センター☎294−5511
７/13（月） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センター☎294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

ゆずっこ
こども家庭センター☎294−1800

育児ほっと相談室 ７/15（水）、８/19（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（保健センター２階）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
☎295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センター☎295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303−3）☎295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）☎080−2274−1445

新山車建造40年を
記念して

～来る山車、去る
山車、

造る山車～

歴史散歩
第385回

　

７
月
に
毛
呂
本
郷
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
は
、
提
灯

な
ど
で
飾
り
付
け
ら
れ
た
華
や
か
な
山だ

車し

の
巡
行
が

大
き
な
見
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
祭
り
は
、
か
つ
て
集
会
所
の
北
西
に
あ
っ

た
八
坂
神
社
の
祭
礼
で
す
。
祭
神
の
「
牛
頭
天
王
」

は
神か
む
い威

で
疫
病
を
追
い
出
す
神
で
、
地
域
を
巡
行
す

る
こ
と
で
疫
病
を
払
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
毛
呂

の
お
天
王
さ
ま
」
と
も
呼
ば
れ
る
祭
り
で
す
。

毛
呂
本
郷
の
山
車
の
歴
史

　

毛
呂
本
郷
の
山
車
の
歴
史
は
、
大
正
８
年
（
１
９

１
９
）
に
越
生
町
か
ら
山
車
を
譲
り
受
け
た
こ
と
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
山
車
は
、
姿
形
を
変
え

な
が
ら
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
に
よ
り
夏
祭
り
は
一
度
途
絶
え
ま
す
が
、
戦
後

す
ぐ
に
復
活
し
、
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
に
は
、

越
生
町
か
ら
新
た
に
山
車
を
譲
り
受
け
、
２
台
で
の

山
車
巡
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。譲
り
受
け
た
山
車
は
、

花
飾
り
が
付
い
て
い
る
た
め
「
花
山
車
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
山
車
は
、
後
に
入
間
市
の
新
光
囃
子

連
に
譲
り
渡
さ
れ
て
、
現
在
も
新
光
夏
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

建造中の新山車

手
造
り
の
新
し
い
山
車

　

や
が
て
昭
和
40
年
代
を
迎
え
る
と
、
県
道
の
交
通

量
増
大
な
ど
に
よ
り
、
山
車
の
巡
行
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
に

よ
う
や
く
山
車
巡
行
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

頃
に
は
山
車
の
老
朽
化
が
進
み
、
山
車
巡
行
そ
の
も

の
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
新
た
な
山

車
を
建
造
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。山
車
建
造
は
、

地
域
の
大
工
、
建
具
職
人
の
手
で
行
う
こ
と
と
し
た

た
め
、
職
人
た
ち
は
、
川
越
や
越
生
へ
赴
き
山
車
の

構
造
の
研
究
を
重
ね
た
と
い
い
ま
す
。
一
方
、
地
域

の
人
々
は
、
寄
付
金
を
出
し
合
い
山
車
建
造
を
支
え

ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）、
待
ち
望
ま
れ
た
新
山

車
が
夏
祭
り
で
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人
が
新
山
車
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
に
は
、「
子

ど
も
た
ち
に
、
い
つ
ま
で
も
山
車
の
こ
と
が
（
思
い

出
と
し
て
）
残
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
山
車
建
造
関
係

者
の
願
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
山
車
の
建
造
か
ら
、今
年
で
40
年
と
な
り
ま
す
。

建
造
以
来
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
夏
祭
り
や

山
車
は
守
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
毛
呂
本
郷
の
山

車
は
、
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
繋
い
で
い
こ
う
と
す

る
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
宝
物
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
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